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    4月16日のおはなし「夢の旅路」
    　禄郎が眠りにつくのと入れ替わりに権田は目を覚まし、マスターに軽い飲み物を所望した。紋代もまだソファに横たわって眠っていた。マスターが拭き終わったグラスを並べながら様子を伺うと、権田は紋代の寝顔を眺めていた。紋代は例によってぼんやり薄くなって半透明になったり、しっかりと輪郭を取り戻したりを繰り返していた。


 


「モンダイさんに何か？」


「え？……いや」


「お飲物は何にされます？　今度はノンアルコールですね？」


「水を。例のおいしい水を」


「かしこまりました」


「あんた」


「はい？」


「夢の中に出てきた」


 


　そう。この店では人々は夢を見る。特別なカクテルを飲むことで。特別なカクテルは何種類もあって、それぞれがバラエティに富んだ夢を見せてくれる。客は自分で選んだカクテルを飲んで眠りに付き、そのカクテルが引き出す様々な夢を楽しむのだ。夢はその人の個人的な部分に触れるものが多く、一人ひとり違ったものとなる。自分だけの心の旅を楽しみに、数少なくはあるが固定客が訪れていた。


 


「夢の中にわたしが？　それはそれは。どんな役でしょう？」


「おれの研究所で所長をしていた」


「権田さんの研究所なのにわたしが所長を？　はい、おいしい水」


「ありがとう。おれは……オーナーなんだ」


「ははあ。研究所のオーナー。すごい金持ちなんですね」


「そうらしい」


「何を研究しているんです？」


「……ここに来る方法だ」


「またまた」


 


　紋代がうなり、みじろぎした。権田は水を飲むのをやめ、かん！と音を立ててグラスを置いた。どんな形であれ権田が感情をコントロールせずに表に出すのは極めて珍しいことだった。グラスの置き方には権田の動揺がにじみ出ていた。けれどマスターは何も言わなかった。やがて紋代がうっすらを目を開き、しばらく仰向けに横たわったまま天井に映し出される景色を眺めていた。マスターが紋代に声をかけた。


 


「おめざめですか？」


　いつもは礼儀正しくにこやかな紋代が珍しく返事もせず、黙りこくったまま目だけを動かしていた。半透明の紋代が黙って目玉をぎろぎろ動かしていると、いつになくそれは不気味な見世物に思えた。権田は少し明る過ぎるくらいの声で呼びかけた。


「どうした紋代、悪い夢でもみたか？」


　その瞬間、驚くほどの早さで紋代は権田に視線を飛ばし、それを見た権田は明らかに言葉に詰まったようだった。


 


「わたしは」紋代はようやくを口を開いた。「病院にいた」


「どうした影の薄いのを直してもらいに行ったか」


　権田の軽口に取り合わず紋代は言葉を続けた。


「わたしは死ぬところだった。何もかも思い出して」


「何もかも思い出して？」


「そうだ。いまここでこうしていることも思い出していた」


「なんだって？」


「マスター」紋代はマスターに向き直ると言った。「さっきのカクテルの名は？」


「『入院』です」マスターは紋代の前に落ち着いて水を差し出しながら言った。「あまりいい夢じゃなかったみたいですね」


「わたしは死んだんだ」


「死んだ？　夢の中で死んだのか」


 


 　再び権田の言葉を受け流し紋代はマスターに言った。


「あなたもいた。あなたはかつてわたしの研究所にいた」


「研究所？」


　マスターと権田が同時に言った。さっきの話を聞いていたのだろうか、それとも偶然同じ設定の夢を見ていたのだろうか。


　紋代は２人に向けて言った。


「わたしたちが見ているのは夢ではない」


　その時、眠りについたばかりのはずの禄郎が目を開き、誰にともなくつぶやいた。


「そうだ。これは、夢ではない」


 


（「入院」ordered by tom-leo-zero-san/text by TAKASHINA, Tsunehiro a.k.a.hiro）













    感謝の言葉と、お願い＆お誘い
    　Sudden Fiction Project（以下SFP）作品を読んでいただきありがとうございます。お楽しみいただけましたでしょうか？　もしも気に入っていただけたならぜひ「コメントする」のボタンをクリックして、コメントをお寄せください。ブクログへの登録（無料）が必要になりますが、この機会にぜひ。






　「気に入ったけどコメントを書くのは面倒だ」と言うそこのあなた。それでは、ぜひ「ツイートする（Twitter）」「いいね！（Facebook）」あたりをご利用ください。あるいは、mixi、はてな等の外部連携で「気に入ったよ！」とアピールしていただけると大変ありがたいです。盛り上がります。






※星5つで、お気に入り度を示すこともできるようですが、面と向かって星をつけるのはひょっとしたら難しいかも知れませんね。すごく気に入ったら星5つつける、くらいの感じでご利用いただければ幸いです。






　現在、連日作品を発表中です。2011年7月1日から2012年6月30日までの366日（2012年はうるう年）に対して、毎日「1日1篇のSFP作品がある」という状態をめざし、全作品を無料で大公開しています。→公開中の作品一覧






　SFP作品は、元作品のクレジットをきちんと表記していただければ、転載や朗読などの上演、劇団の稽古場でのテキスト、舞台化や映像化などにも自由にご活用いただけます。詳しくは「Sudden Fiction Project Guide」というガイドブックにまとめておきました。使用時には、コメント欄で結構ですので一声おかけくださいね。






　ちょっと楽屋話をすると、7月1日にこのプロジェクトを開始して以来、日を追うごとにつくづく思い知らされているのですが、これ、かなり大変なんです（笑）。毎日1篇、作品に手を入れてアップして、告知して、Facebookページなどに整理して……って、始める前に予想していたよりも遥かに手間がかかるんですね。みなさんからのコメント、ツイート（RT）、「いいね！」を励みにがんばっていますので、ぜひご協力お願いいたします。






　読んでくださる方が増えるというのもとても嬉しい元気の素なので、気に入った作品を人に紹介して広めていただけるのも大歓迎です。上記Facebookページも、徐々に充実させてまいりますので、興味のある方はリンク先を訪れて、ページそのものに対して「いいね！」ボタンを押してご参加ください。






　10月からは「1日1篇新作発表」の荒行（笑）を開始し、55作品ばかり書き上げる予定です。「急募！お題　この秋Sudden Fiction Project開催します」のコメント欄を使って、読者のみなさんからのお題を募集中です。自分の出したお題でおはなしがひとつ生まれるのって、ぼくも体験済みですが、かなり楽しいですよ！　はじめての方も、どうぞ気軽に遠慮なくご注文ください（お題は頂戴しても、お代は頂戴しないシステムでやっています。ご安心を）。






　こんな調子で、2012年6月30日まで怒濤で突き進みます。他にはあんまりない、オンラインならではの風変わりな私設イベントです。ぜひご一緒に盛り上がってまいりましょう。
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